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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル画像信号の画像フォーマットをディスプレイに適応した表示フォーマットに変
換する画像フォーマット変換装置の前処理装置であって、
　デジタル画像信号から水平同期信号とドットクロック信号とを抽出し、両信号から１水
平ラインにおける水平画素数を算出する水平画素数算出手段と、
　前記ドットクロック信号を計数してその計数値が前記水平画素数になったときに発生す
る水平基準信号と前記デジタル画像信号から抽出される垂直同期信号とから、１画面にお
ける全水平ライン数を算出する全水平ライン数算出手段と、
　前記水平画素数と前記全水平ライン数とを前記デジタル画像信号の画像フォーマットと
して画像フォーマット変換装置に出力する画像フォーマット出力手段とを備えたことを特
徴とする画像フォーマット変換前処理装置。
【請求項２】
　前記水平画素数算出手段は、前記水平同期信号を検出すると、リセットして後続するド
ットクロック信号の計数を行うドットクロックカウンタ部を備え、
　次の水平同期信号を検出する直前の前記ドットクロックカウンタ部の計数値を水平画素
数として出力することを特徴とする請求項１に記載の画像フォーマット変換前処理装置。
【請求項３】
　前記全水平ライン数算出手段は、前記垂直同期信号を検出すると、リセットして後続す
る水平基準信号の計数を行う水平基準信号カウンタ部を備え、
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　次の垂直同期信号を検出する直前の前記水平基準信号カウンタ部の計数値を全水平ライ
ン数として出力することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像フォーマット変換前処
理装置。
【請求項４】
　垂直同期信号に対して所定期間以上遅延させた遅延信号を発生させる遅延信号発生手段
と、
　前記遅延信号の受信後に、前記水平画素数算出手段から出力される水平画素数を保持す
るデータ保持手段とを備え、

　前記水平基準信号は、水平基準信号発生手段より発生され、当該水平基準信号発生手段
は、前記ドットクロック信号の計数値が前記データ保持手段に保持された水平画素数にな
ったときに、水平基準信号を発生することを特徴とする請求項１から３の何れかに記載の
画像フォーマット変換前処理装置。
【請求項５】
　前記水平画素数算出手段は、前記水平同期信号を検出するたびに、水平画素数を算出す
るように構成されており、所定期間内に前記水平画素数算出手段で算出された水平画素数
の平均値を求める平均値算出手段を備え、
　前記水平基準信号は、水平基準信号発生手段より発生され、当該水平基準信号発生手段
は、前記ドットクロック信号の計数値が前記平均値算出手段で算出された水平画素数にな
ったときに、水平基準信号を発生することを特徴とする請求項１から３の何れかに記載の
画像フォーマット変換前処理装置。
【請求項６】
　前記所定期間が、前記垂直同期信号の１周期分の期間であることを特徴とする請求項５
に記載の画像フォーマット変換前処理装置。
【請求項７】
　前記所定期間が、前記垂直同期信号の１周期分の期間内であって、少なくとも前記水平
同期信号の２周期分の期間を含み且つ垂直ブランキング期間を除いた期間であることを特
徴とする請求項５に記載の画像フォーマット変換前処理装置。
【請求項８】
　画像を表示するディスプレイと、デジタル画像信号の画像フォーマットを前記ディスプ
レイに適応した表示フォーマットに変換する画像フォーマット変換手段と、前記画像フォ
ーマット変換手段の前処理装置である画像フォーマット変換前処理装置と、前記画像フォ
ーマット変換手段により画像フォーマットが変換された画像信号を前記ディスプレイに表
示させる表示駆動手段とを備えた画像表示装置であって、前記画像フォーマット変換前処
理手段として、請求項１から７の何れかに記載の画像フォーマット変換前処理装置が用い
られていることを特徴とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、デジタル画像信号の画像フォーマットをディスプレイに適応した表示フォーマ
ットに変換する画像フォーマット変換装置の前処理装置及び画像表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶モニタ（ＬＣＤモニタ）、プラズマディスプレイ等のディスプレイを備えた画像表示
装置には、ディスプレイの表示フォーマットと異なる画像信号が入力された場合に、その
画像信号の画像フォーマットをディスプレイの表示フォーマットに変換するようにしたも
のがある。
【０００３】
ここで、画像フォーマットとは、画像信号が準拠している一画面あたりの水平ライン、垂
直ライン数である。一方、ディスプレイの表示フォーマットとは、ディスプレイの画面の
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水平画素数、全水平ライン数をいう。
上記した画像表示装置は、画像信号の画像フォーマットをディスプレイの表示フォーマッ
トに適応するように変換する画像フォーマット変換装置の前処理装置として、画像フォー
マットを検出するための画像フォーマット検出装置を備えている。
【０００４】
入力される画像信号がアナログ信号の場合における従来の画像フォーマット変換前処理装
置は、図１０に示すように、水平周波数検出部３１、垂直周波数検出部３２、ＰＬＬ部３
３、分周部３４、全水平ライン数算出部３５及び信号判別部３６を備え、画像信号の水平
同期信号ＨＤと垂直同期信号ＶＤとから水平画素数Ｎと全水平ライン数Ｍとを検出する。
【０００５】
以下、従来の画像フォーマット検出装置の検出動作について説明する。まず、水平周波数
検出部３１で水平同期信号ＨＤの水平周波数を、また垂直周波数検出部３２で垂直同期信
号ＶＤの垂直周波数を夫々検出して信号判別部３６に出力する。信号判別部３６では、水
平周波数と垂直周波数とに対応する水平画素数Ｎが予めテーブルとして登録されており、
このテーブルを参照しながら入力された水平周波数と垂直周波数に基づき水平画素数Ｎを
特定する。
【０００６】
一方、分周部３４では、ＰＬＬ部３３から入力された信号を上記水平画素数Ｎを基に分周
させる。ＰＬＬ部３３では、分周部３４で分周された信号と水平同期信号ＨＤとが同期す
るように、クロック信号を生成して分周部３４に出力する。そして、このクロック信号を
水平基準信号として全水平ライン数算出部３５に出力する。
【０００７】
全水平ライン数算出部３５では、垂直同期信号ＶＤ間の水平基準信号の計数により算出さ
れ、この算出値を全水平ライン数Ｍとして信号判別部３６に出力し、信号判別部３６から
全水平ライン数Ｍと水平画素数Ｎとが画像フォーマット変換装置に出力され、画像フォー
マット変換に用いられる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
従来の画像フォーマット変換前処理装置、つまり画像フォーマット検出装置では、信号判
別部３６に入力された水平周波数及び垂直周波数に基づき予め登録しておいたテーブルか
ら水平画素数Ｎを特定するため、検出できる画像フォーマットの種類が限られ、テーブル
に登録されていない画像信号が入力されると、その画像フォーマットを検出できないとい
う問題がある。
【０００９】
特に、近年のデジタル放送の商業化に伴い、４８０インターレース、４８０プログレッシ
ブ、１０８０インターレース等の多様な画像フォーマットを有する画像信号が現出したり
、またコンピュータに接続されて各種の画像フォーマットを有するコンピュータ信号が入
力されたりしている。
このように、デジタル画像信号の画像フォーマットが多様化する傾向が強く、従来の画像
フォーマット検出装置ではデジタルの画像信号の画像フォーマットは検出できない。この
ため、多様化するデジタル画像信号の画像フォーマットを検出できる画像フォーマット検
出装置の開発が急務となっている。
【００１０】
本発明は、上記のような問題点に鑑みてなされたものであり、デジタル画像信号の画像フ
ォーマット変換装置の前処理装置であって、デジタルの画像信号がどのような画像フォー
マットであっても、その画像フォーマットを正確に検出できる画像フォーマット変換前処
理装置及びこれを用いた画像表示装置を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明に係る画像フォーマット変換前処理装置は、デジタル
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画像信号の画像フォーマットをディスプレイに適応した表示フォーマットに変換する画像
フォーマット変換装置の前処理装置であって、デジタル画像信号から水平同期信号とドッ
トクロック信号とを抽出し、両信号から１水平ラインにおける水平画素数を算出する水平
画素数算出手段と、前記ドットクロック信号を計数してその計数値が前記水平画素数にな
ったときに、水平基準信号を発生させ、その水平基準信号と前記デジタル画像信号から抽
出される垂直同期信号とから、１画面における全水平ライン数を算出する全水平ライン数
算出手段と、前記水平画素数と前記全水平ライン数とを前記デジタル画像信号の画像フォ
ーマットとして画像フォーマット変換装置に出力する画像フォーマット出力手段とを備え
たことを特徴としている。
【００１２】
この構成によれば、画像信号の画像フォーマットの種類に拘わらず、前記デジタル画像信
号のドットクロック信号と水平同期信号とから水平画素数を算出でき、この水平画素数と
ドットクロック信号とから水平基準信号を発生させ、この水平基準信号と垂直同期信号と
から全水平ライン数を算出できる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る画像フォーマット変換前処理装置の実施の形態について、図面を参照
しながら説明する。
（第１の実施の形態）
図１は本発明に係る画像フォーマット変換前処理装置が適用されたデジタル画像信号用の
画像表示装置１、例えばカラーテレビジョン受像器であり、信号受信部２、音声信号増幅
部３、スピーカ４、画像信号増幅部５、画像フォーマット検出部６、画像フォーマット変
換部７、表示駆動部８及びディスプレイ９を備え、ディスプレイ９の表示フォーマットと
異なる画像信号が入力されると、その画像フォーマットが表示フォーマットに適応するよ
うに画像フォーマット変換部７で変換される。
【００１４】
信号受信部２は、搬送波で変調された信号をアンテナ等により受信し、所定のチャンネル
を選局し復調した後に、音声信号と画像信号とに分離する。分離された音声信号は、音声
信号増幅部３で増幅され、スピーカ４により再生される。他方、画像信号は、画像信号増
幅部５により増幅されて画像フォーマット検出部６に出力される。このとき、画像信号か
ら、水平同期信号ＨＤ、ドットクロック信号ＣＬＫ、垂直同期信号ＶＤ及び画像データ信
号が抽出される。
【００１５】
画像フォーマット検出部６は、画像フォーマット変換前処理部であって、画像フォーマッ
ト変換部７と対で設けられており、デジタル画像信号の画像フォーマット、つまり水平画
素数Ｎと全水平ライン数Ｍとを検出する。
ディスプレイ９は、例えば液晶表示パネルで、その表示フォーマットが、例えば、１０８
０Ｐ（全水平ライン数：１０８０、水平画素数：１９２０）である。画像フォーマット変
換部７では、画像フォーマット検出部６で検出された画像フォーマットに基づいて、画像
データ信号を補間したり、間引きしたりする画像処理を施して、１０８０Ｐの表示フォー
マットに変換し、表示駆動部８に出力する。
【００１６】
表示駆動部８では、画像フォーマット変換部７で変換された画像データ信号に基づき、Ｌ
ＣＤ駆動してディスプレイ９に画像を表示するようになっている。なお、ディスプレイ９
は液晶表示パネル以外、例えばＰＤＰ（プラズマディスプレイ）を使用しても良い。
（画像フォーマット検出部の構成）
画像フォーマット検出部６は、デジタルの画像信号のドットクロック信号ＣＬＫ、水平同
期信号ＨＤ及び垂直同期信号ＶＤから水平画素数Ｎ及び全水平ライン数Ｍを常時検出する
。
【００１７】
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図２は、画像フォーマット検出部６の構成を示すブロック図である。この画像フォーマッ
ト検出部６は、水平画素数算出部１１、水平基準パルス発生部１２、全水平ライン数算出
部１３、画素数保持部１４、ライン数保持部１５及びフォーマット出力部１６を備えてい
る。
水平画素数算出部１１は、水平同期信号ＨＤとドットクロック信号ＣＬＫとから水平画素
数Ｎを算出して、画素数保持部１４に出力する。具体的には、水平画素数算出部１１は、
水平同期信号ＨＤを検出すると、リセットして後続するドットクロック信号ＣＬＫの計数
を行うドットクロックカウンタ部１７と、次の水平同期信号ＨＤを検出する直前のドット
クロックカウンタ部１７の計数値を水平画素数Ｎとして出力する水平画素数取得部１８と
を備えている。
【００１８】
画素数保持部１４では、水平画素数取得部１８から出力された水平画素数Ｎを保持し、ま
たフォーマット出力部１６は、画素数保持部１４に保持された水平画素数Ｎを水平基準パ
ルス発生部１２に出力する。
水平基準パルス発生部１２では、ドットクロック信号ＣＬＫと、フォーマット出力部１６
から出力された水平画素数Ｎとにより、全水平ライン数を求めるための基準となる水平基
準信号を連続して発生させて、全水平ライン数算出部１３に出力する。具体的には、水平
基準パルス発生部１２は、ドットクロック信号ＣＬＫを計数してその計数値が水平画素数
Ｎになる毎に、水平基準パルスＰＳを発生する。
【００１９】
全水平ライン数算出部１３は、水平基準パルスＰＳと垂直同期信号ＶＤとから全水平ライ
ン数Ｍを算出して、ライン数保持部１５に出力する。具体的には、全水平ライン数算出部
１３は、垂直同期信号ＶＤを検出すると、リセットして後続する水平基準パルスＰＳの計
数を行う基準パルスカウンタ部１９と、次の垂直同期信号ＶＤを検出する直前の基準パル
スカウンタ部１９の計数値を全水平ライン数Ｍとして出力する全水平ライン数取得部２０
とを備えている。
【００２０】
ライン数保持部１５では、全水平ライン数取得部２０から出力された全水平ライン数Ｍを
保持する。フォーマット出力部１６は、画素数保持部１４内に保持された水平画素数Ｎと
、ライン数保持部１５内に保持された全水平ライン数Ｍとを取り出して画像フォーマット
変換部７に出力する。
なお、水平画素数Ｎ及び全水平ライン数Ｍとがフォーマット出力部１６から画像フォーマ
ット変換部７に出力されると、フォーマット出力部１６からクリア信号が画素数保持部１
４及びライン数保持部１５に出力され、各保持部１４，１５に保持されている水平画素数
Ｎ及び全水平ライン数Ｍがクリアされる。
【００２１】
（画像フォーマット検出部の動作説明）
上記画像フォーマット検出部６の検出動作について、入力された画像信号の画像フォーマ
ットが、例えば７２０Ｐ（全水平ライン数：７５０、水平画素数：１６５０、ブログレッ
シブ方式）として以下に説明する。図３は画像フォーマットの検出時のタイムチャートで
ある。まず、ドットクロックカウンタ部１７では、水平同期信号ＨＤの検出によりカウン
タをリセットした後、次の水平同期信号ＨＤが検出されるまで、後続するドットクロック
信号ＣＬＫを順次計数する。
【００２２】
水平画素数取得部１８では、次の水平同期信号ＨＤを検出する直前に、ドットクロックカ
ウンタ部１７が計数したドットクロック数「１６５０」を取得する。この取得したドット
クロック数は、水平同期信号ＨＤの１周期Ｔ１に計数されたドットクロック数であり、１
水平ラインの水平画素数Ｎに対応し、画素数保持部１４に保持される。
【００２３】
フォーマット出力部１６では，画素数保持部１４に保持されている水平画素数Ｎを水平基
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準パルス発生部１２に出力する。水平基準パルス発生部１２では、ドットクロック信号Ｃ
ＬＫを計数した計数値が、フォーマット出力部１６から出力された水平画素数Ｎと一致す
る毎に、水平基準パルスＰＳを発生させて全水平ライン数算出部１３の基準パルスカウン
タ部１９に出力する。
【００２４】
基準パルスカウンタ部１９では、垂直同期信号ＶＤの検出によりカウンタをリセットした
後、次の垂直同期信号ＶＤが検出されるまで、後続する水平基準パルスＰＳを順次計数す
る。
全水平ライン数取得部２０では、次の垂直同期信号ＶＤを検出する直前に、基準パルスカ
ウンタ部１９が計数している水平基準パルス数「７５０」を取得する。この取得した水平
基準パルス数は、垂直同期信号ＶＤの１周期Ｔ２に計数された水平基準パルス数であり、
１画面における全水平ライン数Ｍに対応し、ライン数保持部１５に保持される。
【００２５】
フォーマット出力部１６では、画素数保持部１４から水平画素数Ｎを、ライン数保持部１
５から全水平ライン数Ｍを夫々取り出して画像フォーマットとして画像フォーマット変換
部７に出力する。
上記構成の画像フォーマット変換部７の前処理部としての画像フォーマット検出部６は、
ドットクロック信号ＣＬＫ、水平同期信号ＨＤ及び垂直同期信号ＶＤにより、水平画素数
Ｎと全水平ライン数Ｍを算出するので、画像信号がどのような画像フォーマットであって
もその画像フォーマットを検出できる。
【００２６】
また、水平画素数算出部１１は、水平同期信号ＨＤを検出すると、リセットして後続する
ドットクロック信号ＣＬＫの計数を行うドットクロックカウンタ部１７を備え、次の水平
同期信号ＨＤを検出する直前のドットクロックカウンタ部１７の計数値を水平画素数Ｎと
して出力するので、正確な水平画素数Ｎを取得できる。
【００２７】
さらに、全水平ライン数算出部１３は、垂直同期信号ＶＤを検出すると、リセットして後
続する水平基準パルスＰＳの計数を行う基準パルスカウンタ部１９を備え、次の垂直同期
信号ＶＤを検出する直前の基準パルスカウンタ部１９の計数値を全水平ライン数Ｍとして
出力するので、正確な全水平ライン数Ｍを取得できる。
また、画像フォーマット検出部６は、画像信号から画像フォーマットを常時検出している
ので、画像信号が、他の画像フォーマットに切り替わっても、新しい画像フォーマットを
直ちに検出することができる。
【００２８】
（第２の実施の形態）
図４は第２の実施の形態を例示するブロック図であり、図５は、第２の実施の形態におけ
る各信号のタイムチャートを示す図である。本実施の形態は、上記第１の実施の形態に、
垂直同期信号ＶＤに対して遅延させた遅延信号ＤＣを発生させる遅延信号発生部２１を設
け、この遅延信号ＤＣを画素数保持部１４に出力するようにしたものである。
【００２９】
遅延信号発生部２１は、図５に示すように、垂直同期信号ＶＤに対して、１水平ラインを
走査する期間以上、つまり、垂直同期信号ＶＤを検出した後の、少なくとも水平同期信号
ＨＤの１周期分の期間をおいて遅延信号ＤＣを発生させる。画素数保持部１４では、遅延
信号発生部２１の発生する遅延信号ＤＣを受信した後に、期間Ｔ１に水平画素数算出部１
１から出力される水平画素数Ｎを保持する。即ち、画素数保持部１４では、遅延信号発生
部２１からの遅延信号ＤＣを受信するまで、水平画素数算出部１１から出力された水平画
素数Ｎを保持しないようになっている。
【００３０】
特に、画面上の画素の走査位置が、画面の最下位の水平ラインから最上位の水平ラインに
戻る（帰線）期間、所謂、垂直ブランキング期間では、画像信号が、画像データ信号を含
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んでいない非標準信号となっており、画像信号によっては、水平同期信号ＨＤが２倍の周
波数になったり、また水平同期信号ＨＤがなかったりする場合があり、垂直同期信号ＶＤ
直後の水平同期信号ＨＤが不安定となることがある。
【００３１】
しかし、上記構成において、例えば垂直同期信号ＶＤ直後を除くように遅延信号ＤＣを発
生させれば、例えば、水平同期信号ＨＤが垂直同期信号ＶＤ直後で不安定になったとして
も、画素数保持部１４は、遅延信号ＤＣの受信後に入力された水平画素数Ｎを保持するの
で、正確な水平画素数Ｎを得ることができる。
また、水平基準パルス発生部１２では、遅延信号ＤＣ発生後に画素数保持部１４で保持さ
れた水平画素数Ｎを用いて水平基準パルスＰＳを発生させている。このため、この水平基
準パルスＰＳと垂直同期信号ＶＤとを利用して全水平ライン数算出部２０で全水平ライン
数Ｍが算出されるので、例えば、遅延信号ＤＣの発生前に水平同期信号ＨＤが不安定にな
っても、正確な全水平ライン数Ｍを取得できる。
【００３２】
（第３の実施の形態）
図６は第３の実施の形態を例示するブロック図であり、図７は第３の実施の形態における
各信号のタイムチャートを示す図である。本実施の形態は、上記第１の実施の形態に、垂
直同期信号ＶＤの１周期期間（以下、「１垂直期間」という。）を検出する垂直期間検出
部２２と、この垂直期間検出部２２で検出された１垂直期間に対応する期間Ｔ１に水平画
素数取得部１８から出力された水平画素数Ｎを平均化して画素数保持部１４に出力する平
均値算出部２３とを備えたものである。
【００３３】
このように構成することにより、例えばドットクロック信号ＣＬＫ及び／又は水平同期信
号ＨＤが不安定になった場合でも、１垂直期間に算出した水平画素数Ｎを平均化している
ので、精度の高い水平画素数Ｎを取得することができる。
しかも、水平基準パルス発生部１２では、上記の水平画素数Ｎを用いて水平基準パルスＰ
Ｓを発生させ、この水平基準パルスＰＳと垂直同期信号ＶＤとを利用して全水平ライン数
算出部２０から全水平ライン数Ｍが算出されるので、正確な全水平ライン数Ｍを取得でき
る。なお、平均値算出部２３の算出結果が整数でなく小数の場合は、例えば四捨五入して
いる。
【００３４】
（第４の実施の形態）
図８は第４の実施の形態を例示するブロック図であり、図９は第４の実施の形態における
各信号のタイムチャートを示す図である。本実施の形態では、水平同期信号ＨＤ及び垂直
同期信号ＶＤに基づいて垂直ゲートパルスＧＳを発生させる垂直ゲートパルス発生部２４
を備え、平均値算出部２３は垂直ゲートパルスＧＳの期間に検出された水平画素数Ｎを平
均化するものである。
【００３５】
垂直ゲートパルス発生部２４では、垂直同期信号ＶＤの１周期分の期間内であって、少な
くとも水平同期信号ＨＤの２周期分の期間を含み且つ垂直ブランキング期間を除くように
、垂直ゲートパルスＧＳを発生させる。
垂直ゲートパルス発生部２４は、例えば、垂直同期信号ＶＤを検出すると水平同期信号Ｈ
Ｄを計数して、その計数値が「２」になるとオン状態にし、計数値が「２０」になるとオ
フ状態にして垂直ゲートパルスＧＳを発生させている。
【００３６】
このように構成することにより、水平画素数Ｎは、垂直ブランキング期間を外した期間、
つまり垂直ゲートパルスＧＳに対応する期間Ｔ１に水平画素数算出部１１で算出されるの
で、垂直ブランキング期間の水平同期信号ＨＤが不安定になっても、影響を受けることは
無く、さらに、この期間中に算出された水平画素数Ｎを平均値算出部２３で平均化してい
るので、より精度の高い水平画素数Ｎを取得することができる。
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【００３７】
なお、上記の各実施の形態における画像フォーマット検出部６では、画素数保持部１４で
保持された水平画素数Ｎをフォーマット出力部１６から取り出して水平基準パルス発生部
１２に出力しているが、水平基準パルス発生部１２が直接画素数保持部１４から水平画素
数Ｎを取り出しても良い。
また、各実施の形態における画像フォーマット検出部６は、カラーテレビジョン受像器に
適用し手いるが、例えば、コンピュータ用のモニタ、ビデオテープ再生装置、ビデオテー
プ再生用の画像表示装置に提供しても良い。
【００３８】
【発明の効果】
以上のように、本発明に係る画像フォーマット変換前処理装置は、デジタル画像信号の画
像フォーマットをディスプレイに適応した表示フォーマットに変換する画像フォーマット
変換装置の前処理装置であって、デジタル画像信号から水平同期信号とドットクロック信
号とを抽出し、両信号から１水平ラインにおける水平画素数を算出する水平画素数算出手
段と、前記ドットクロック信号を計数してその計数値が前記水平画素数になったときに、
水平基準信号を発生させ、その水平基準信号と前記デジタル画像信号から抽出される垂直
同期信号とから、１画面における全水平ライン数を算出する全水平ライン数算出手段と、
前記水平画素数と前記全水平ライン数とを前記デジタル画像信号の画像フォーマットとし
て画像フォーマット変換装置に出力する画像フォーマット出力手段とを備えているので、
デジタルの画像信号から水平画素数と全水平ライン数とを算出でき、デジタルの画像信号
がどのような画像フォーマットであっても、その画像フォーマットを正確に検出できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態における画像表示装置の構成を示すブロック図である
。
【図２】本発明の第１の実施の形態における画像フォーマット検出部の構成を示すブロッ
ク図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態におけるタイムチャートを示す図である。
【図４】本発明の第２の実施の形態における画像フォーマット検出部の構成を示すブロッ
ク図である。
【図５】本発明の第２の実施の形態におけるタイムチャートを示す図である。
【図６】本発明の第３の実施の形態における画像フォーマット検出部の構成を示すブロッ
ク図である。
【図７】本発明の第３の実施の形態におけるタイムチャートを示す図である。
【図８】本発明の第４の実施の形態における画像フォーマット検出部の構成を示すブロッ
ク図である。
【図９】本発明の第４の実施の形態におけるタイムチャートを示す図である。
【図１０】従来技術における画像フォーマット検出部の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
１　　画像表示装置
６　　画像フォーマット検出部
７　　画像フォーマット変換部
８　　表示駆動部
９　　ディスプレイ
１１　水平画素数算出部
１２　水平基準パルス発生部
１３　全水平ライン数算出部
１４　画素数保持部
１５　ライン数保持部
１６　フォーマット出力部
１７　ドットクロックカウンタ部
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１８　水平画素数取得部
１９　基準パルスカウンタ部
２０　全水平ライン数取得部
２１　遅延信号発生部
２２　垂直期間検出部
２３　平均値算出部
２４　垂直ゲートパルス発生部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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